
つるがしま里山サポートクラブ 活動報告書（令和７年度）２０２５年 

 

活動日時   
月 日 曜日 開始 終了 場 所 会員参加数 

１２ １０ 水 9：00 14：00 五味ケ谷市民の森 １５名 

活動名称 五味ケ谷市民の森、門松用竹準備・忘年会 報告者：栁川・石川 

 

１、活動目的 

＊ つるがしま里山サポートクラブの門松用竹準備、坂戸一二三さん用、わかば風の会さん用  

トータル約 900本作製する。   

＊ 忘年会も兼ね、皆で餅入りけんちん汁で昼食をとる。（石川さん用意） 

２、活動内容  

＊ 坂戸一二三会、わかば風の会より応援をいただき総勢 23名にて実施   

＊ 竹切り、枝切断を行い、左の鋸は先端から、右の鋸は根本から切る。                     

＊ 丸鋸 2台にて長さ 55cm、角度 40度にて切断 。                       

＊ 竹置き場の作成、運搬、積み重ねで約 1000本作製。 

＊ 総じて竹が細かったため、例年より早く作業が終わった。                    

＊ 餅入りけんちん汁で昼食全員が美味しいと絶賛、根岸さん提供のショウガも美味。                      

＊ 埼玉こども動物園の竹の葉提供は今回見送りとなった。 

＊ 佐野氏の提案により東南区域にテープを張り真竹を保護。北側も真竹の育成を進める。 

＊ 竹の伐採は根元から切ること。1m程上で切ると根が腐りタケノコが生えてこなくなる。 

＊ 源流の会が藤金市民の森の飛び地より門松用竹 20本伐採。 

＊ 12月の行事予定再確認。 

  

 ＜里山サポート参加会員＞小沼、新井、金、松井、栁川、井上、吉井、小嶋、 

             柏木、根岸、小澤邦、風祭、石川、牛島、（内藤） 

 

 
 



  

軽トラの荷台に丸鋸 2台           切断した竹を軽トラに集積  

  

  

 石川さん作成のけんちん汁で昼食        昼食を食べながらの歓談 

  

 

 竹の棚に門松用の竹約 1000本用意        真竹の保護区域（テープで囲う） 

  

 


